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令 和 ３ 年 ８ 月 6 日 
都 市 局 都 市 政 策 課 

 都 市 計 画 課 

 

2020 年度からスタートした Project PLATEAU（プラトー）では、スマートシティをはじめと

するまちづくりのデジタルトランスフォーメーションを進めるため、現実の都市をサイバー空間

に再現する 3D 都市モデルの整備・活用・オープンデータ化を進めてまいりました。 

本日、全国 56 都市の 3D 都市モデルのオープンデータ化を完了しました。官民の多様な領域で

データを活用頂くことで、オープンイノベーションを創出し、まちづくり、防災、カーボンニュー

トラルなどの社会課題の解決に貢献してまいります。 

［＊ オープンデータ化の完了］ 

Project PLATEAU では、本年 3 月より、2020 年度に整備した全国 56 都市（公募で選定）の 3D

都市モデルのオープンデータ化を順次進めてまいりました。本日より、全国 56 都市（面積約１万㎢、

建物約１千万棟）全てのオープンデータ化が完了し、一般社団法人社会基盤情報流通推進協議会が運

用する「G 空間情報センター」においてダウンロード可能となりました。 

PLATEAU のオープンデータには政府標準利用規約、CC BY 4.0 等のオープンライセンスが採用さ

れており、クレジット表記を行うことにより、データの複製、再配布、加工、商用利用等が可能です。

また、PLATEAU ウェブサイト上ではデータ仕様を標準仕様書等のドキュメントとして公開していま

す。地方公共団体や民間企業の皆様におかれてはぜひご活用下さい。 

＜PLATEAU オープンデータポータルサイト＞ 

G 空間情報センター： https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/plateau 

56 都市属性リスト： https://gic-plateau.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/2020/attributedata.pdf 

＜ライセンス＞ 

PLATEAU サイトポリシー： https://www.mlit.go.jp/plateau/site-policy/ 

＜各種ドキュメント＞ 

PLATEAU Libraries： https://www.mlit.go.jp/plateau/libraries/ 

 ＜問い合わせ先＞ 都市局都市政策課 内山、中島、菊地 

電話 03-5253-8111（内線32235）03-5253-8397（直通） 

FAX 03-5253-1586 

＜Project “PLATEAU”＞ 

ウェブサイト：www.mlit.go.jp/plateau/ 

Twitter：@ProjectPlateau 

Project PLATEAU 

全国 56 都市の 3D 都市モデルのオープンデータ化を完了  

https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/plateau
https://gic-plateau.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/2020/attributedata.pdf
https://www.mlit.go.jp/plateau/site-policy/
https://www.mlit.go.jp/plateau/libraries/
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［＊ 今後の展開］ 

3D 都市モデルの整備・活用・オープンデータ化のエコシステムを構築し、スマートシティの社会実装を

はじめとするまちづくりの DX を推進するため、効率的なデータ整備手法の確立、データ仕様の拡張、社

会的要請の高いテーマや先進技術を取り込んだユースケースの開発等に取り組むとともに、地方公共団体

による３D 都市モデルの整備を支援します。 

 
 

＜令和３年度の取組例＞ 

データ仕様の拡張 

 

2020 年度に作成した「３D 都市モデル

標準製品仕様書」を更に拡張するため、

建物や道路の詳細モデルの仕様策定の

ためのデータ作成実証を実施中。 

さらに、効率的なデータ整備・更新の手

法開発、測量手法のマニュアル策定等に

取組む。 

 

リーディングケースとなるユースケースの開発 

 

「太陽光発電ポテンシャル推計・反射光

公害シミュレーション」では、建物の屋根

面積、傾き、隣接建物による日陰発生な

ど、3D 都市モデルの豊富なデータを活か

した都市スケールの太陽光発電ポテンシ

ャル推計等のシミュレータを開発中。 

その他「モビリティ」や「まちづくり」な

どスマートシティの社会実装に貢献する

ユースケース開発に取組む。 
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［＊ オープンデータを活用したユースケースの広がり］ 

本年 3 月から公開を開始した PLATEAU のオープンデータを活用し、多様な領域で新たなサービスやプ

ロダクトが生まれています。以下ではその一例をご紹介します。 

 

PLATEAU を活用した電波伝搬解析 東京都デジタルツイン実現プロジェクト 

ローカル５G 申請に必要な電波環境の解析等に

PLATEAU のデータを活用。都市空間における建物

影響を加味したより精度の高い電波伝搬シミュレ

ーションを簡単に実現。 

東京都デジタルツイン３D ビューアの都市モデル

データに PLATEAU のデータを活用。河川監視カメ

ラのライブ映像、都営バスのリアルタイムデータ

や、都庁内各局の様々なオープンデータ等と重ね合

わせて可視化。 

提供：アルテアエンジニアリング（株） 

https://www.altairjp.co.jp/news/210705-plateau-local5g 

提供：東京都 

https://info.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/ 

PLATEAU を活用した GIS 解析 

 

デジタルツイン・プラットフォームの構築 

ESRI ジャパン社は GIS 解析ソフト「ArcGIS」によ

りPLATEAUのデータを活用できるエクステンショ

ンを開発。ArcGIS によるビジュアライズ、３D 浸水

深ハザードマップの作成、風況や災害、日照等の各

種シミュレータ利用による都市スケールでの３D

データ解析及び可視化を実現。 

Symmetry Dimensions 社が開発したデジタルツイ

ン・プラットフォーム「SYMMETRY DIGITAL TWIN 

CLOUD」は、様々なデータと解析エンジンを組み合

わせたソリューションを提供。PLATEAU のデータ

を活用した風環境・耐風設計解析や人流シミュレー

ションが可能に。 

提供：ESRI ジャパン（株） 

https://3d-city-model.esrij.com/ 

提供：Symmetry Dimensions Inc. 

https://www.symmetry-digitaltwin.com/ 
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［＊ 「3D 都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会」の開催］ 

本年 3 月に設置した PLATEAU の官民コンソーシアム「3D 都市モデルの整備・活用促進に関する検討

分科会」をこれまで 2 回開催(3/24,6/28)。3D 都市モデル整備・活用促進に向けた、課題整理・環境整備

に加え、地方公共団体のニーズと民間企業の技術のマッチングにも取り組んでいます。現在、地方公共団

体 64 団体に加え、多様な業種・分野の民間企業 81 団体（計 145 団体）が参画しています（8/1 現在）。 

ご関心のある自治体、民間企業、研究機関等の皆様には入会をご案内しておりますので、Project 

PLATEAU 問い合わせフォームよりご連絡下さい。 

スマートシティ官民連携プラットフォームウェブサイト：https://www.mlit.go.jp/scpf/archives/index.html#archives02 

 

 

 



(参考) 

 

 


